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解
説

僕
は
、
幼
い
頃
か
ら
中
国
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
。

祖
父
は
生
涯
の
大
半
を
中
国
で
過
ご
し
、
文
、
父
や

母
が
青
春
時
代
を
送
っ
た
国
で
も
あ
っ
た
。
家
中
が

中
国
び
い
き
な
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
僕
は
か
長
江
の
最
初
の
一
滴
が

見
た
い
。
と
思
っ
た
事
が
、
中
国
を
旅
す
る
発
端
と

な
っ
た
。

日
本
の
文
化
や
文
明
の
原
点
で
あ
る
中
国
は
、
今

尚
、
数
多
く
の
困
難
を
乗
り
込
え
、
国
造
り
を
進
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
四
千
年
来
変
わ
る
事
な
く
こ
の

国
の
「
母
な
る
河
」
長
江
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の

歴
史
を
見
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

僕
は
、
こ
の
長
江
の
河
口
か
ら
武
漢
を
経
て
、
峨

眉
山
に
至
る
問
、
約
三

0
0
0

キ
ロ
の
行
程
を
さ
か

の
ぼ
り
な
が
ら
、
河
岸
各
地
に
展
開
す
る
雄
大
な
こ

の
国
の
風
土
・
文
化
・
歴
史
を
紹
介
し
て
い
く
。

映
画
「
長
江
」
は
、
さ
だ
ま
さ
し
が
監
督
・
主
演

・
音
楽
を
担
当
す
る
。
長
江
を
旅
し
て
行
く
中
で
、

詩
と
曲
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
映
像
と
な
り
語
り
と
な

っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
映
画
に
監
修
と
し
て
市

川
昆
が
参
加
。
製
作
は
株
式
会
社
さ
だ
企
画
、
中
華

人
民
共
和
国
中
央
電
視
台
。
東
宝
配
給
。

こ
の
映
画
は
、
世
界
初
め
て
の
長
江
全
体
像
で
あ

る
。

長
江
は
挫
折
し
た
者
が
自
ら
の
傷
を
癒
す
た
め
に

あ
っ
た
川
、
人
々
の
心
情
や
情
念
を
培
い
つ
づ
け
て

き
た
川
で
は
な
か
っ
た
か
。
全
長
六
一
二
八

0
キ
ロ
。

「
僕
は
そ
の
長
江
の
最
初
の
一
滴
が
見
た
か
っ
た
」

①
上
海

l
i

ジ
ヤ
ン
ク
、
自
由
市
場
、
太
極
拳
。
河

口
の
都
の
雑
踏
を
後
に
、
い
よ
い
よ
長
江
の

旅
へ
。

②
鎮
江

l
l

北
京
と
抗
州
を
結
ぶ
京
抗
大
運
河
が
長

江
と
交
差
す
る
。
。
ハ

i

ル
バ
ッ
ク
の
旧
居
が

あ
る
と
い
う
。
私
は
尋
ね
て
、
尋
ね
て
、
尋

ね
歩
い
た
。

③
揚
州

1
1

江
蘇
省
中
西
部
。
季
由
、
白
楽
天
、
杜

牧
が
住
み
、
マ
ル
コ
・
ポ
!
口
が
訪
れ
た
。

マ
ル
コ
・
ポ

l

口
よ
、
君
は
何
故
中
国
を
愛

し
た
の
か
。

④
南
京

l
l

南
京
豆
、
南
京
虫
、
南
京
錠
、
南
京
袋

:
:
我
々
は
何
故
南
京
に
親
し
い
の
か
。
中

山
陵
(
孫
文
の
墓
)
、
太
平
天
国
の
乱
、
日

中
戦
争
の
大
虐
殺
。
思
い
つ
め
て
は
通
り
た

く
な
い
。
見
て
見
ぬ
振
り
は
し
た
く
な
い
。

⑤
九
江

l
l

太
公
望
。
私
は
世
界
一
の
竿
で
釣
り
を

し
た
。

⑥
慮
山
|
|
九
九
の
峰
が
あ
る
。
陶
淵
明
の
帰
去
来

の
辞
。
景
色
あ
く
ま
で
美
し
く
、
僕
も
香
炉

峰
の
雪
を
簾
を
か
か
げ
て
見
る
か
。

⑦
景
徳
鎮

l
l

磁
器
の
都
。
瀬
戸
物
の
ル

i

ツ
。

⑧
武
漢

l
i

漢
江
が
丁
字
型
を
描
い
て
長
江
と
交
錯

h
す
る
川
の
都
。
僕
を
最
も
強
く
魅
き
つ
け
た

町
「
一
一
一
教
街
」
を
五
千
個
の
風
船
が
包
み
こ

む
。
私
の
心
を
託
し
て
。

⑨
泊
羅

1
1

五
月
五
日
の
か
ち
ま
き
。
の
ル

i

ツ
。

⑬
長
沙

i
l

僕
は
こ
こ
か
ら
一
人
旅
。

⑪
荊
州

i
i

ミ
イ
ラ
。
彼
の
持
ち
得
た
生
命
と
は
。

宇
宙
音
、
神
を
呼
ぶ
声
が
き
こ
え
な
い
か
。

⑫
宜
昌

i
l

臼
中
戦
争
の
最
前
線
。
今
だ
か
ら
語
る

老
人
達
の
傷
跡
。
そ
し
て
、
化
け
物
の
よ
う

な
葛
州
珊
ダ
ム
。

⑬
一
ニ
峡i
l

僕
の
存
在
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
雄

大
な
峡
谷
。
開
催
塘
峡
、
亙
峡
、
西
陵
峡
の
三

峡
は
ニ

0
0

キ
ロ
に
及
ぶ
。
あ
ま
り
に
も
雄

壮
、
あ
ま
り
に
も
圧
観
。

⑬
白
帝
城

i
l

去
り
ゆ
〈
者
へ
の
哀
惜
で
歌
わ
れ
た

。
一
ニ
国
士
山
。
が
聴
こ
え
る
。
独
り
に
な
っ
た

僕
を
襲
う
空
虚
な
孤
独
感
。

⑬
豊
都

l
l

道
教
が
存
続
し
て
い
た
。
血
の
池
、
三

途
の
川
、
一
ニ
十
三
階
段
。
こ
こ
は
鬼
の
都
か
。

僕
も
鬼
の
子
孫
な
の
か
。

⑬
重
慶
ー
ー
ー
霧
の
都
。
四
川
盆
地
東
南
部
の
大
都
会
。

日
本
兵
捕
虜
収
容
所
が
あ
る
。
こ
こ
で
苦
し

ん
だ
日
本
の
青
春
が
あ
る
。

。
大
足

1
1

物
言
わ
ぬ
石
仏
。
巨
大
な
磨
崖
仏
。
静

か
に
、
ド
ラ
マ
も
息
を
止
め
る
。

⑬
萄
桟
道

1
1

外
国
人
非
公
開
の
土
地
。
僕
の
祖
父

が
歩
い
た
道
。
そ
の
昔
、
こ
こ
か
ら
日
本
へ

宛
て
た
祖
父
の
一
通
の
手
紙
が
、
い
ま
僕
を

こ
こ
ま
で
呼
び
出
し
た
。

⑬
九
案
溝

l
l

長
江
の
最
上
流
の
香
り
。
チ
ベ
ツ
タ

ン
の
香
り
。
。
ハ
ン
ダ
の
宝
庫
。

⑫
楽
山

i
l

世
界
一
の
規
模
を
誇
る
大
仏
。
子
供
達

の
縄
と
び
唄
。

@
峨
眉
山

i
l

三
O

九
九
メ
ー
ト
ル
。
中
国
仏
教
の

霊
場
。
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
純
朴
な
祈
り
が
宇
宙

音
を
想
わ
せ
る
。
僕
は
仏
光
を
見
た
。
遠
く

離
れ
た
雪
山
の
、
長
江
の
源
流
を
抱
い
た
山

脈
。
長
か
っ
た
旅
も
つ
い
に
こ
の
霊
峰
で
幕

を
閉
じ
る
。

監
督
・
主
演
・
音
楽
・
さ
だ
ま
さ
し
/
総
監
修
・
市
川
箆

〈
は
る
か
な
る
浪
漫
の
系
譜
を
辿
っ
て
〉
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